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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク加入プロファイル（１３０）を第１の加入者デバイス（２００ａ）から第
２の加入者デバイス（２００ｂ）へ転送するための、前記第１の加入者デバイス（２００
ａ）によって遂行される方法であって、
　前記第２の加入者デバイス（２００ｂ）との安全な結合を確立すること（Ｓ１０２）と
、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の転送の要求を加入マネージャノード（
３００）から取得すること（Ｓ１０４）と、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の前記第２の加入者デバイス（２００ｂ
）への前記転送のエンドユーザ確認を前記加入マネージャノード（３００）を介して取得
すること（Ｓ１０６）と、
　前記第２の加入者デバイス（２００ｂ）へ前記ネットワーク加入プロファイル（１３０
）を前記加入マネージャノード（３００）を介して転送すること（Ｓ１１０）と、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）を前記第２の加入者デバイス（２００ｂ
）へ転送したとき、前記第１の加入者デバイス（２００ａ）から前記ネットワーク加入プ
ロファイル（１３０）を削除すること（Ｓ１１２）とを含む方法。
【請求項２】
　前記加入マネージャノード（３００）に対して、前記転送の受領を示す応答を提供する
こと（Ｓ１０８）をさらに含む、請求項１に記載の方法。



(2) JP 6816284 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）が、国際移動体加入者識別番号（ＩＭＳ
Ｉ）と、前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の認証キーとを含む、請求項１ま
たは２に記載の方法。
【請求項４】
　ネットワーク加入プロファイル（１３０）を第１の加入者デバイス（２００ａ）から第
２の加入者デバイス（２００ｂ）へ転送するための、前記第２の加入者デバイス（２００
ｂ）によって遂行される方法であって、
　前記第１の加入者デバイス（２００ａ）との安全な結合を確立すること（Ｓ２０２）と
、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の転送を開始するためのエンドユーザ入
力を加入マネージャノード（３００）を介して取得すること（Ｓ２０４）と、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の転送の要求を前記加入マネージャノー
ド（３００）に提供すること（Ｓ２０６）と、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）を前記加入マネージャノード（３００）
から受信すること（Ｓ２１２）と、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）を前記第２の加入者デバイス（２００ｂ
）にインストールすること（Ｓ２１４）とを含む方法。
【請求項５】
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）が、国際移動体加入者識別番号（ＩＭＳ
Ｉ）と、前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の認証キーとを含む、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　ネットワーク加入プロファイル（１３０）を転送するための、加入マネージャノード（
３００）によって遂行される方法であって、
　第１の加入者デバイス（２００ａ）と第２の加入者デバイス（２００ｂ）の間に安全な
結合を確立すること（Ｓ３０２）と、
　前記第２の加入者デバイス（２００ｂ）からの前記ネットワーク加入プロファイル（１
３０）の転送を開始するためのエンドユーザ入力を取得すること（Ｓ３０４）と、
　前記第１の加入者デバイス（２００ａ）から前記第２の加入者デバイス（２００ｂ）へ
の前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の前記転送のエンドユーザ確認を取得す
ること（Ｓ３１０）と、
　前記加入マネージャノード（３００）から前記第２の加入者デバイス（２００ｂ）への
前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）のダウンロードを許可すること（Ｓ３１２
）とを含む方法。
【請求項７】
　エンドユーザ入力または前記第２の加入者デバイス（２００ｂ）のいずれかから、前記
第２の加入者デバイス（２００ｂ）への前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の
転送の要求を取得すること（Ｓ３０６）をさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の転送の要求を前記第１の加入者デバイ
ス（２００ａ）に提供すること（Ｓ３０８）であって、それに応答して前記エンドユーザ
確認が取得されることをさらに含む、請求項６または７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）を前記第２の加入者デバイス（２００ｂ
）の既存プロファイルに追加する旨の通知を、前記第２の加入者デバイス（２００ｂ）か
ら取得すること（Ｓ３１４）と、
　それに応答して前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）を前記第２の加入者デバ
イス（２００ｂ）の既存プロファイルに追加すること（Ｓ３１６）とをさらに含む、請求
項６から８のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記第１の加入者デバイス（２００ａ）に対して、前記第１の加入者デバイス（２００
ａ）から前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）を削除するように要求すること（
Ｓ３１８）をさらに含む、請求項６から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）が、国際移動体加入者識別番号（ＩＭＳ
Ｉ）と、前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の認証キーとを含む、請求項６か
ら１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　加入者デバイス（２００ａ）から別の加入者デバイス（２００ｂ）へネットワーク加入
プロファイル（１３０）を転送するための加入者デバイス（２００ａ）であって、前記加
入者デバイス（２００ａ）が処理回路（２１０）を備え、
　前記処理回路が、前記加入者デバイス（２００ａ）に、
　前記別の加入者デバイス（２００ｂ）との安全な結合を確立させ、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の転送の要求を加入マネージャノード（
３００）から取得させ、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の前記別の加入者デバイス（２００ｂ）
への前記転送のエンドユーザ確認を前記加入マネージャノード（３００）を介して取得さ
せ、
　前記別の加入者デバイス（２００ｂ）へ前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）
を前記加入マネージャノード（３００）を介して転送させ、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）を前記別の加入者デバイス（２００ｂ）
へ転送したとき、前記加入者デバイス（２００ａ）から前記ネットワーク加入プロファイ
ル（１３０）を削除させるように設定されている、加入者デバイス（２００ａ）。
【請求項１３】
　請求項２に記載の方法を遂行するようにさらに設定されている、請求項１２に記載の加
入者デバイス（２００ａ）。
【請求項１４】
　別の加入者デバイス（２００ａ）から加入者デバイス（２００ｂ）へネットワーク加入
プロファイル（１３０）を転送するための加入者デバイス（２００ｂ）であって、前記加
入者デバイス（２００ｂ）が処理回路（２１０）を備え、
　前記処理回路が、前記加入者デバイス（２００ｂ）に、
　前記別の加入者デバイス（２００ａ）との安全な結合を確立させ、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の転送を開始するためのエンドユーザ入
力を加入マネージャノード（３００）を介して取得させ、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の転送の要求を前記加入マネージャノー
ド（３００）に提供させ、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）を前記加入マネージャノード（３００）
から受信させて、
　前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）を前記加入者デバイス（２００ｂ）にイ
ンストールさせるように設定されている、加入者デバイス（２００ｂ）。
【請求項１５】
　請求項５に記載の方法を遂行するようにさらに設定されている、請求項１４に記載の加
入者デバイス（２００ｂ）。
【請求項１６】
　ネットワーク加入プロファイル（１３０）を転送するための加入マネージャノード（３
００）であって、前記加入マネージャノード（３００）が処理回路（３１０）を備え、前
記処理回路が、前記加入マネージャノード（３００）に、
　第１の加入者デバイス（２００ａ）と第２の加入者デバイス（２００ｂ）の間に安全な
結合を確立させ、
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　前記第２の加入者デバイス（２００ｂ）からの前記ネットワーク加入プロファイル（１
３０）の転送を開始するためのエンドユーザ入力を取得させ、
　前記第１の加入者デバイス（２００ａ）から前記第２の加入者デバイス（２００ｂ）へ
の前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）の前記転送のエンドユーザ確認を取得さ
せて、
　前記加入マネージャノード（３００）から前記第２の加入者デバイス（２００ｂ）への
前記ネットワーク加入プロファイル（１３０）のダウンロードを許可させるように設定さ
れている、加入マネージャノード（３００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書で与えられる実施形態は、たとえば第１の加入者デバイスから第２の加入者デ
バイスへのネットワーク加入プロファイルの転送に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　モバイルネットワークは、需給計器の自動読取り、運転者がナビゲーションにアクセス
することを可能にする自動車および商用車のインテリジェント接続性、情報娯楽または故
障サービス、交通信号灯、ホームセキュリティおよびアシステッドリビングといった、あ
らゆる種類のデバイスを接続するために使用されている。
【０００３】
　加入者識別モジュールすなわち加入者同定モジュール（ＳＩＭ）は、国際移動加入者識
別（ＩＭＳＩ）番号およびＩＭＳＩに関係のある暗号キー、ならびに、デバイス上で加入
を識別して認証するのに使用される、加入に関連する他の情報を安全に記憶するように意
図された集積回路チップである。ＳＩＭ回路の機能は、汎用集積回路カード（ＵＩＣＣ）
（物理的スマートカード）の機能の一部であり得る。
【０００４】
　従来のプラスチックのＳＩＭカードでは、エンドユーザは、いつでも第１の加入者デバ
イスからＳＩＭを取り出して第２の加入者デバイスに取り付けることができる。第１の加
入者デバイスが正しく動作しない、第１の加入者デバイスのバッテリーが空になる、また
はエンドユーザが他の何かの理由で第２の加入者デバイスを使用する必要がある、といっ
たいくつかの理由が考えられる。
【０００５】
　ＧＳＭアソシエーション（ＧＳＭＡ）は、コンシューマ加入者デバイス用ＳＩＭの遠隔
セットアップを規定する技術仕様ＳＧＰ．２２－ＲＳＰと、マシン対マシン（Ｍ２Ｍ）タ
イプ通信の加入者デバイスを対象とする、埋め込みＵＩＣＣ（ｅＵＩＣＣ）用の遠隔セッ
トアップのアーキテクチャを開示する技術仕様ＳＧＰ．０２とをリリースした。ＧＳＭは
グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーションの短縮形である。つまり、オペレ
ータがＳＩＭプロファイルを生成するのに使用するＳＭ－ＤＰ＋／ＳＭ－ＤＰ（加入管理
－データ準備の短縮形）と呼ばれるエンティティは、後にＳＭ－ＤＰ／ＳＭ－ＤＰ＋から
ｅＵＩＣＣにインストールされる。コンシューマ加入者デバイス用に、ＳＩＭプロファイ
ルは、コンシューマ加入者デバイスのローカルプロファイルアシスタント（ＬＰＡ）を介
して、デバイスのｅＵＩＣＣ上の発行者セキュリティドメインプロファイル（ＩＳＤ－Ｐ
）へインストールされる。ＳＭ－ＤＰは、Ｍ２Ｍ加入者デバイス用に、ＳＩＭプロファイ
ルを、別個の（外部の）エンティティ（ＳＭ－ＳＲ）を介して、加入者デバイス上のＩＳ
Ｄ－Ｐへインストールする。
【０００６】
　しかしながら、ｅＵＩＣＣは、従来のＳＩＭカードと異なり、１つの加入者デバイスか
ら取り外して別の加入者デバイスに取り付けることはできない。
【０００７】
　よって、ネットワーク加入の改善されたハンドリングが依然として必要である。



(5) JP 6816284 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

【発明の概要】
【０００８】
　本明細書の実施形態の目的は、ネットワーク加入の効率的なハンドリングを提供するこ
とである。
【０００９】
　第１の態様によれば、ネットワーク加入プロファイルを第１の加入者デバイスから第２
の加入者デバイスへ転送するための方法が与えられる。この方法は第１の加入者デバイス
によって遂行されるものである。この方法は、第２の加入者デバイスとの安全な結合を確
立することを含む。この方法は、ネットワーク加入プロファイルの転送の要求を取得する
ことを含む。この方法は、第２の加入者デバイスにネットワーク加入プロファイルを転送
することのエンドユーザ確認を取得することを含む。この方法は、第２の加入者デバイス
にネットワーク加入プロファイルを転送したとき、第１の加入者デバイスからネットワー
ク加入プロファイルを削除することを含む。
【００１０】
　第２の態様によって与えられる加入者デバイスは、ネットワーク加入プロファイルを、
この加入者デバイスから別の加入者デバイスへ転送するためのものである。この加入者デ
バイスは処理回路を備える。処理回路は、この加入者デバイスに、前記別の加入者デバイ
スとの安全な結合を確立させるように設定される。処理回路は、この加入者デバイスに、
ネットワーク加入プロファイルの転送の要求を取得させるように設定される。処理回路は
、この加入者デバイスに、ネットワーク加入プロファイルを前記別の加入者デバイスに転
送することのエンドユーザ確認を取得させるように設定される。処理回路は、この加入者
デバイスに、ネットワーク加入プロファイルを、前記別の加入者デバイスに転送したとき
、この加入者デバイスから削除させるように設定される。
【００１１】
　第３の態様によって与えられる加入者デバイスは、ネットワーク加入プロファイルを、
この加入者デバイスから別の加入者デバイスへ転送するためのものである。この加入者デ
バイスは処理回路および記憶媒体を備える。記憶媒体は、処理回路によって実行されると
、加入者デバイスに動作（ステップ）を遂行させる命令を記憶する。これらの動作（ステ
ップ）により、この加入者デバイスは、前記別の加入者デバイスとの安全な結合を確立す
る。これらの動作（ステップ）により、この加入者デバイスは、ネットワーク加入プロフ
ァイルの転送の要求を取得する。これらの動作（ステップ）により、この加入者デバイス
は、ネットワーク加入プロファイルを前記別の加入者デバイスに転送することのエンドユ
ーザ確認を取得する。これらの動作（ステップ）により、この加入者デバイスは、ネット
ワーク加入プロファイルを、前記別の加入者デバイスに転送したとき、この加入者デバイ
スから削除する。
【００１２】
　第４の態様によって与えられる加入者デバイスは、ネットワーク加入プロファイルを、
この加入者デバイスから別の加入者デバイスへ転送するためのものである。この加入者デ
バイスは、前記別の加入者デバイスとの安全な結合を確立するように設定された確立モジ
ュールを備える。この加入者デバイスは、ネットワーク加入プロファイルの転送の要求を
取得するように設定された取得モジュールを備える。この加入者デバイスは、前記別の加
入者デバイスにネットワーク加入プロファイルを転送することのエンドユーザ確認を取得
するように設定された取得モジュールを備える。この加入者デバイスは、ネットワーク加
入プロファイルを、前記別の加入者デバイスに転送したとき、この加入者デバイスから削
除するように設定された削除モジュールを備える。
【００１３】
　第５の態様によれば、ネットワーク加入プロファイルを第１の加入者デバイスから第２
の加入者デバイスへ転送するためのコンピュータプログラムが与えられ、コンピュータプ
ログラムは、第１の加入者デバイスの処理回路上で実行されると、第１の加入者デバイス
に第１の態様による方法を遂行させるコンピュータプログラムコードを含む。
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【００１４】
　第６の態様によれば、ネットワーク加入プロファイルを第１の加入者デバイスから第２
の加入者デバイスへ転送するための方法が与えられる。この方法は第２の加入者デバイス
によって遂行されるものである。この方法は、第１の加入者デバイスとの安全な結合を確
立することを含む。この方法は、エンドユーザ入力を取得して、ネットワーク加入プロフ
ァイルの転送を開始することを含む。この方法は、第２の加入者デバイスに、ネットワー
ク加入プロファイルを転送するための要求を提供することを含む。この方法は、ネットワ
ーク加入プロファイルを受信することを含む。この方法は、第２の加入者デバイスにネッ
トワーク加入プロファイルをインストールすることを含む。
【００１５】
　第７の態様によって与えられる加入者デバイスは、ネットワーク加入プロファイルを、
別の加入者デバイスからこの加入者デバイスへ転送するためのものである。この加入者デ
バイスは処理回路を備える。処理回路は、この加入者デバイスに、前記別の加入者デバイ
スとの安全な結合を確立させるように設定される。処理回路は、この加入者デバイスに、
ネットワーク加入プロファイルの転送を開始するためのエンドユーザ入力を取得させるよ
うに設定される。処理回路は、この加入者デバイスに、ネットワーク加入プロファイルの
この加入者デバイスへの転送の要求を提供させるように設定される。処理回路は、この加
入者デバイスに、ネットワーク加入プロファイルを受信させるように設定される。処理回
路は、この加入者デバイスに、ネットワーク加入プロファイルをインストールさせるよう
に設定される。
【００１６】
　第８の態様によって与えられる加入者デバイスは、ネットワーク加入プロファイルを、
別の加入者デバイスからこの加入者デバイスへ転送するためのものである。この加入者デ
バイスは処理回路および記憶媒体を備える。記憶媒体は、処理回路によって実行されると
、加入者デバイスに動作（ステップ）を遂行させる命令を記憶する。これらの動作（ステ
ップ）により、この加入者デバイスは、前記別の加入者デバイスとの安全な結合を確立す
る。これらの動作（ステップ）により、この加入者デバイスは、ネットワーク加入プロフ
ァイルの転送を開始するためのエンドユーザ入力を取得する。これらの動作（ステップ）
により、この加入者デバイスは、ネットワーク加入プロファイルのこの加入者デバイスへ
の転送の要求を提供する。これらの動作（ステップ）により、この加入者デバイスは、ネ
ットワーク加入プロファイルを受信する。これらの動作（ステップ）により、この加入者
デバイスは、ネットワーク加入プロファイルをインストールする。
【００１７】
　第９の態様によって与えられる加入者デバイスは、ネットワーク加入プロファイルを、
別の加入者デバイスからこの加入者デバイスへ転送するためのものである。この加入者デ
バイスは、前記別の加入者デバイスとの安全な結合を確立するように設定された確立モジ
ュールを備える。この加入者デバイスは、ネットワーク加入プロファイルの転送を開始す
るためのエンドユーザ入力を取得するように設定された取得モジュールを備える。この加
入者デバイスは、ネットワーク加入プロファイルのこの加入者デバイスへの転送の要求を
提供するように設定された提供モジュールを備える。この加入者デバイスは、ネットワー
ク加入プロファイルを受信するように設定された受信モジュールを備える。この加入者デ
バイスは、ネットワーク加入プロファイルをこの加入者デバイスにインストールするよう
に設定されたインストールモジュールを備える。
【００１８】
　第１０の態様によれば、ネットワーク加入プロファイルを第１の加入者デバイスから第
２の加入者デバイスへ転送するためのコンピュータプログラムが与えられ、コンピュータ
プログラムは、第２の加入者デバイスの処理回路上で実行されると、第２の加入者デバイ
スに第６の態様による方法を遂行させるコンピュータプログラムコードを含む。
【００１９】
　第１１の態様によれば、ネットワーク加入プロファイルを転送するための方法が与えら
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れる。この方法は加入マネージャノードによって遂行される。この方法は、加入者デバイ
スと第２の加入者デバイスの間に安全な結合を確立することを含む。この方法は、第２の
加入者デバイスからのネットワーク加入プロファイルの転送を開始するためのエンドユー
ザ入力を取得することを含む。この方法は、第１の加入者デバイスから第２の加入者デバ
イスへネットワーク加入プロファイルを転送することのエンドユーザ確認を取得すること
を含む。この方法は、加入マネージャノードから第２の加入者デバイスへのネットワーク
加入プロファイルのダウンロードを許可することを含む。
【００２０】
　第１２の態様によれば、ネットワーク加入プロファイルを転送するための加入マネージ
ャノードが与えられる。加入マネージャノードは処理回路を備える。処理回路は、加入マ
ネージャノードに、第１の加入者デバイスと第２の加入者デバイスの間に安全な結合を確
立させるように設定される。処理回路は、加入マネージャノードに、第２の加入者デバイ
スからのネットワーク加入プロファイルの転送を開始するためのエンドユーザ入力を取得
させるように設定される。処理回路は、加入マネージャノードに、第１の加入者デバイス
から第２の加入者デバイスへのネットワーク加入プロファイルの転送のエンドユーザ確認
を取得させるように設定される。処理回路は、加入マネージャノードに、加入マネージャ
ノードから第２の加入者デバイスへのネットワーク加入プロファイルのダウンロードを許
可させるように設定される。
【００２１】
　第１３の態様によれば、ネットワーク加入プロファイルを転送するための加入マネージ
ャノードが与えられる。加入マネージャノードは処理回路および記憶媒体を備える。記憶
媒体は、処理回路によって実行されると、加入マネージャノードに動作（ステップ）を遂
行させる命令を記憶する。これらの動作（ステップ）により、加入マネージャノードは、
第１の加入者デバイスと第２の加入者デバイスの間に安全な結合を確立する。これらの動
作（ステップ）により、加入マネージャノードは、第２の加入者デバイスからのネットワ
ーク加入プロファイルの転送を開始するためのエンドユーザ入力を取得する。これらの動
作（ステップ）により、加入マネージャノードは、第１の加入者デバイスから第２の加入
者デバイスへのネットワーク加入プロファイルの転送のエンドユーザ確認を取得する。こ
れらの動作（ステップ）により、加入マネージャノードは、加入マネージャノードから第
２の加入者デバイスへのネットワーク加入プロファイルのダウンロードを許可する。
【００２２】
　第１４の態様によれば、ネットワーク加入プロファイルを転送するための加入マネージ
ャノードが与えられる。加入マネージャノードは、第１の加入者デバイスと第２の加入者
デバイスの間に安全な結合を確立するように設定された確立モジュールを備える。加入マ
ネージャノードは、第２の加入者デバイスからのネットワーク加入プロファイルの転送を
開始するためのエンドユーザ入力を取得するように設定された取得モジュールを備える。
加入マネージャノードは、第１の加入者デバイスから第２の加入者デバイスへのネットワ
ーク加入プロファイルの転送のエンドユーザ確認を取得するように設定された取得モジュ
ールを備える。加入マネージャノードは、加入マネージャノードから第２の加入者デバイ
スへのネットワーク加入プロファイルのダウンロードを許可するように設定された許可モ
ジュールを備える。
【００２３】
　第１５の態様によれば、ネットワーク加入プロファイルを転送するためのコンピュータ
プログラムが与えられ、コンピュータプログラムは、加入マネージャノードの処理回路上
で実行されると、加入マネージャノードに第１１の態様による方法を遂行させるコンピュ
ータプログラムコードを含む。
【００２４】
　第１６の態様によれば、第５の態様、第１０の態様、および第１５の態様のうちの少な
くとも１つによるコンピュータプログラムと、このコンピュータプログラムを記憶してい
るコンピュータ可読記憶媒体とを含むコンピュータプログラム製品が与えられる。コンピ



(8) JP 6816284 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

ュータ可読記憶媒体は非一時的コンピュータ可読記憶媒体であり得る。
【００２５】
　有利には、これらの方法、これらの加入者デバイス、これらの加入マネージャノード、
およびこれらのコンピュータプログラムが、ネットワーク加入の効率的なハンドリングを
提供する。
【００２６】
　有利には、これらの方法、これらの加入者デバイス、これらの加入マネージャノード、
およびこれらのコンピュータプログラムにより、ネットワーク加入プロファイルが加入者
デバイスにわたって共有され、かつ転送され得、したがって加入のコストならびにＳＩＭ
カードの製造コストを節約することができる。
【００２７】
　有利には、これらの方法、これらの加入者デバイス、これらの加入マネージャノード、
およびこれらのコンピュータプログラムにより、ブートストラッププロファイルのない第
２の加入者デバイスは、ブートストラップのために、第１の加入者デバイスからネットワ
ーク加入プロファイルを一時的に借用することができる。
【００２８】
　有利には、これらの方法、これらの加入者デバイス、これらの加入マネージャノード、
およびこれらのコンピュータプログラムにより、ＳＩＭの複製を防止することができる。
【００２９】
　第１、第２、第３、第４、第５、第６、第７、第８、第９、第１０、第１１、第１２、
第１３、第１４、第１５、および第１６の態様の任意の機能が、適切であるかぎり任意の
他の態様に適用され得ることに留意されたい。同封の実施形態の他の目的、特徴および利
点は、以下の詳細な開示、添付の従属請求項ならびに図面から明らかになるはずである。
【００３０】
　一般に、特許請求の範囲で使用されるすべての用語は、本明細書で明示的に別様に規定
されなければ、当技術分野における通常の意味に従って解釈されるべきである。「ａ／ａ
ｎ／ｔｈｅ要素、装置、構成要素、手段、ステップなど」に対するすべての参照は、別様
に明白に明示されたのでなければ、要素、装置、構成要素、手段、ステップなどのうちの
少なくとも１つを参照するように、オープンに解釈されるべきである。本明細書で開示さ
れたいかなる方法のステップも、明白に明示されたのでなければ、開示された順番通り正
確に遂行する必要はない。
【００３１】
　次に、例として、添付図面を参照しながら発明概念を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】実施形態による通信システムの概略図である。
【図２】実施形態による方法の流れ図である。
【図３】実施形態による方法の流れ図である。
【図４】実施形態による方法の流れ図である。
【図５】実施形態による方法の流れ図である。
【図６】実施形態による方法の流れ図である。
【図７】実施形態による方法の流れ図である。
【図８】実施形態による、遂行される動作を含む通信システムの概略図である。
【図９】実施形態による、遂行される動作を含む通信システムの概略図である。
【図１０】実施形態による、遂行される動作を含む通信システムの概略図である。
【図１１】一実施形態による、加入者デバイスの機能ユニットの概略図である。
【図１２】一実施形態による、加入者デバイスの機能モジュールの概略図である。
【図１３】一実施形態による、加入マネージャノードの機能ユニットの概略図である。
【図１４】一実施形態による、加入マネージャノードの機能モジュールの概略図である。
【図１５】一実施形態による、コンピュータ可読手段を備えるコンピュータプログラム製
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品の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　次に、以下で、発明概念の特定の実施形態を示す添付図面を参照しながら発明概念を十
分に説明する。しかしながら、この発明概念は様々な形態で具現され得、本明細書で説明
された実施形態に限定されるように解釈されるべきではなく、むしろ、これらの実施形態
は、この開示が完全に完結するように、また当業者に対して発明概念の範囲を完全に伝え
るように、例として提供されるものである。説明の全体にわたって、類似の番号は類似の
要素を指す。破線によって図示されたあらゆるステップまたは機能は、任意選択と見なさ
れるべきである。
【００３４】
　図１は、本明細書で与えられた実施形態が適用され得る通信システム１００を図示する
概略図である。通信システム１００は、加入者デバイス２００ａ、２００ｂを備える。加
入者デバイス２００ａ、２００ｂの例は、限定されるものではないが、携帯型無線デバイ
ス、モバイルステーション、携帯電話、ハンドセット、無線ローカルループフォン、ユー
ザ機器（ＵＥ）、スマートフォン、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ
、センサ、計器、モノのインターネットデバイスなどを含む。
【００３５】
　それぞれの加入者デバイス２００ａ、２００ｂが、プロファイル管理アプリケーション
（ＰＭＡ）１１０ａ、１１０ｂおよびｅＵＩＣＣ　１２０ａ、１２０ｂを備える。ｅＵＩ
ＣＣ　１２０ａ、１２０ｂの態様は上記で開示されている。ＰＭＡ　１１０ａ、１１０ｂ
は、加入者デバイス２００ａ、２００ｂ上の（たとえばデバイスオペレーティングシステ
ムの一部として実施されている）認証されたアプリケーションと想定されており、ｅＵＩ
ＣＣ　１２０ａ、１２０ｂに対するプロファイル管理動作を遂行するように設定される。
ＰＭＡ　１２０ａ、１２０ｂはエンドユーザインターフェースも有する。
【００３６】
　通信システム１００は、以下で加入マネージャノード３００と称されるｅＵＩＣＣ加入
マネージャ（ｅＳＭ）をさらに備える。加入マネージャノード３００は、ｅＵＩＣＣ　１
２０ａ、１２０ｂ用に設定されたハンドルネットワーク加入プロファイル１３０である。
【００３７】
　図１の例示的な例では、ネットワーク加入プロファイル１３０は加入者デバイス２００
ａの中に用意されている。本明細書で開示される実施形態は、もう１つの加入者デバイス
２００ｂへネットワーク加入プロファイル１３０を転送するための機構に関するものであ
る。
【００３８】
　加入者デバイス２００ａ、２００ｂは互いに直通通信するように設定されてよく、それ
によって加入者デバイス２００ａ、２００ｂの一方から加入者デバイス２００ａ、２００
ｂの他方へネットワーク加入プロファイル１３０を転送することができる。あるいは、ネ
ットワーク加入プロファイル１３０の転送は加入マネージャノード３００によって促進さ
れる。
【００３９】
　したがって、本明細書で開示される実施形態は、ネットワーク加入プロファイル１３０
を転送するための機構に関するものである。そのような機構を取得するために、第１の加
入者デバイス２００ａとして働く加入者デバイスと、第１の加入者デバイス２００ａによ
って遂行される方法と、たとえば第１の加入者デバイス２００ａの処理回路上で実行され
たとき第１の加入者デバイス２００ａにこの方法を遂行させるコンピュータプログラムの
形態のコードを含むコンピュータプログラム製品とが用意される。そのような機構を取得
するために、第２の加入者デバイス２００ｂとして働く加入者デバイスと、第２の加入者
デバイス２００ｂによって遂行される方法と、たとえば第２の加入者デバイス２００ｂの
処理回路上で実行されたとき第２の加入者デバイス２００ｂにこの方法を遂行させるコン
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ピュータプログラムの形態のコードを含むコンピュータプログラム製品とがさらに用意さ
れる。そのような機構を取得するに、加入マネージャノード３００と、加入マネージャノ
ード３００によって遂行される方法と、たとえば加入マネージャノード３００の処理回路
上で実行されたとき加入マネージャノード３００にこの方法を遂行させるコンピュータプ
ログラムの形態のコードを含むコンピュータプログラム製品とがさらに用意される。
【００４０】
　図２および図３は、ネットワーク加入プロファイル１３０を第１の加入者デバイス２０
０ａから第２の加入者デバイス２００ｂへ転送するための方法の実施形態を、第１の加入
者デバイス２００ａとして働く加入者デバイスによって遂行されるものとして図示する流
れ図である。図４および図５は、ネットワーク加入プロファイル１３０を第１の加入者デ
バイス２００ａから第２の加入者デバイス２００ｂへ転送するための方法の実施形態を、
第２の加入者デバイス２００ｂとして働く加入者デバイスによって遂行されるものとして
図示する流れ図である。図６および図７は、加入マネージャノード３００によって遂行さ
れたときネットワーク加入プロファイル１３０を転送するための方法の実施形態を図示す
る流れ図である。この方法は、有利にはコンピュータプログラムとして提供される。
【００４１】
　次に図２を参照すると、ネットワーク加入プロファイル１３０を第１の加入者デバイス
２００ａから第２の加入者デバイス２００ｂへ転送するための、一実施形態による方法が
、第１の加入者デバイス２００ａとして働く加入者デバイスによって遂行されるものとし
て図示されている。
【００４２】
　Ｓ１０２：第１の加入者デバイス２００ａは第２の加入者デバイス２００ｂとの安全な
結合を確立する。
【００４３】
　Ｓ１０４：第１の加入者デバイス２００ａはネットワーク加入プロファイル１３０を転
送するための要求を取得する。
【００４４】
　Ｓ１０６：第１の加入者デバイス２００ａは、第２の加入者デバイス２００ｂへのネッ
トワーク加入プロファイル１３０の転送のエンドユーザ確認を取得する。
【００４５】
　Ｓ１１２：第１の加入者デバイス２００ａは、第２の加入者デバイス２００ｂにネット
ワーク加入プロファイル１３０を転送したとき、第１の加入者デバイス２００ａからネッ
トワーク加入プロファイル１３０を削除する。
【００４６】
　次に図３を参照すると、ネットワーク加入プロファイル１３０を第１の加入者デバイス
２００ａから第２の加入者デバイス２００ｂへ転送するための、さらなる実施形態による
方法が、第１の加入者デバイス２００ａとして働く加入者デバイスによって遂行されるも
のとして図示されている。ステップＳ１０２、Ｓ１０４、Ｓ１０６、Ｓ１１２は、図２を
参照しながら上記で説明されたように遂行されると想定されており、したがってそれらの
重複する説明は省略される。
【００４７】
　第１の加入者デバイス２００ａがエンドユーザ確認を取得するための異なるやり方があ
り得る。
【００４８】
　いくつかの態様によれば、転送の確認は第１の加入者デバイス２００ａ自体によって取
得される。したがって、一実施形態によれば、エンドユーザ確認は（たとえばＰＭＡ　１
１０ａを介して）第１の加入者デバイス２００ａにおいて直接取得される。いくつかの態
様によれば、第１の加入者デバイス２００ａのために、第２の加入者デバイス２００ｂに
よって転送の確認が取得される。したがって、一実施形態によれば、エンドユーザ確認は
第２の加入者デバイス２００ｂを介して（たとえばＰＭＡ　１１０ｂを介して）取得され
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る。いくつかの態様によれば、第１の加入者デバイス２００ａのために、加入マネージャ
ノード３００によって転送の確認が取得される。したがって、一実施形態によれば、エン
ドユーザ確認は加入マネージャノード３００を介して取得される。
【００４９】
　ネットワーク加入プロファイル１３０を第２の加入者デバイス２００ｂに転送するため
の異なるやり方があり得る。
【００５０】
　いくつかの態様によれば、ネットワーク加入プロファイル１３０は、第１の加入者デバ
イス２００ａのｅＵＩＣＣ　１２０ａまたはＰＭＡ　１１０ａから第２の加入者デバイス
２００ｂのｅＵＩＣＣ　１２０ｂへ転送される。したがって、一実施形態によれば、第１
の加入者デバイス２００ａは（任意選択の）ステップＳ１１０を遂行するように設定され
る。
【００５１】
　Ｓ１１０：第１の加入者デバイス２００ａは、第２の加入者デバイス２００ｂに対して
ネットワーク加入プロファイル１３０を転送する。
【００５２】
　いくつかの態様によれば、ｅＳＭは第１の加入者デバイス２００ａのＰＭＡ　１１０に
「プロファイル転送要求」を送る。したがって、一実施形態によれば、ネットワーク加入
プロファイル１３０の転送の要求は加入マネージャノード３００から取得され、第１の加
入者デバイス２００ａは（任意選択の）ステップＳ１０８を遂行するように設定される。
【００５３】
　Ｓ１０８：第１の加入者デバイス２００ａは加入マネージャノード３００に対して応答
を提供する。この応答は転送の受領を示す。すなわち、この応答は、加入マネージャノー
ド３００から第２の加入者デバイス２００ｂへのネットワーク加入プロファイル１３０の
転送の受領を示す。
【００５４】
　第１の加入者デバイス２００ａがネットワーク加入プロファイル１３０の転送の要求を
取得するための異なるやり方があり得る。一実施形態によれば、ネットワーク加入プロフ
ァイル１３０の転送の要求は第２の加入者デバイス２００ｂから取得される。別の実施形
態によれば、ネットワーク加入プロファイル１３０の転送の要求は加入マネージャノード
３００から取得される。さらに別の実施形態によれば、ネットワーク加入プロファイル１
３０の転送の要求は、第１の加入者デバイス２００ａにおいてエンドユーザ入力から（た
とえばＰＭＡ　１１０ａを介して）直接取得される。
【００５５】
　第１の加入者デバイス２００ａは、本明細書で開示されたステップを遂行するとき完全
に電源オンになり得る。そのような場合には、各ステップは（ｅＵＩＣＣ　１２０ａから
ネットワーク加入プロファイル１３０を実際に削除することを除いて）ＰＭＡ　１１０ａ
によって遂行され得る。
【００５６】
　あるいは、第１の加入者デバイス２００ａは、本明細書で開示されたステップを遂行す
るとき休止して待機モードになる。そのような場合にはＰＭＡ　１１０ａは無力でよく、
そのために各ステップはｅＵＩＣＣ　１２０ａによって遂行されてよい。
【００５７】
　次に図４を参照すると、ネットワーク加入プロファイル１３０を第１の加入者デバイス
２００ａから第２の加入者デバイス２００ｂへ転送するための、一実施形態による方法が
、第２の加入者デバイス２００ｂとして働く加入者デバイスによって遂行されるものとし
て図示されている。
【００５８】
　Ｓ２０２：第２の加入者デバイス２００ｂは第１の加入者デバイス２００ａとの安全な
結合を確立する。
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【００５９】
　Ｓ２０４：第２の加入者デバイス２００ｂはネットワーク加入プロファイル１３０の転
送を開始するためのエンドユーザ入力を取得する。
【００６０】
　Ｓ２０６：第２の加入者デバイス２００ｂは、第２の加入者デバイス２００ｂへのネッ
トワーク加入プロファイル１３０の転送の要求を提供する。
【００６１】
　Ｓ２１２：第２の加入者デバイス２００ｂはネットワーク加入プロファイル１３０を受
信する。
【００６２】
　Ｓ２１４：第２の加入者デバイス２００ｂは、第２の加入者デバイス２００ｂ上にネッ
トワーク加入プロファイル１３０をインストールする。
【００６３】
　次に図５を参照すると、ネットワーク加入プロファイル１３０を第１の加入者デバイス
２００ａから第２の加入者デバイス２００ｂへ転送するための、さらなる実施形態による
方法が、第２の加入者デバイス２００ｂとして働く加入者デバイスによって遂行されるも
のとして図示されている。ステップＳ２０２、Ｓ２０４、Ｓ２０６、Ｓ２１２、Ｓ２１４
は、図４を参照しながら上記で説明されたように遂行されると想定されており、したがっ
てそれらの重複する説明は省略される。
【００６４】
　第２の加入者デバイス２００ｂが、ステップＳ２０６においてネットワーク加入プロフ
ァイル１３０の転送の要求を提供するための異なるやり方があり得る。いくつかの態様に
よれば、要求は第１の加入者デバイス２００ａに対して行われる。したがって、一実施形
態によれば、ネットワーク加入プロファイル１３０の転送の要求は第１の加入者デバイス
２００ａに提供される。いくつかの態様によれば、要求は加入マネージャノード３００に
対して行われる。したがって、別の実施形態によれば、ネットワーク加入プロファイル１
３０の転送の要求は加入マネージャノード３００に提供される。
【００６５】
　上記で開示されたように、第２の加入者デバイス２００ｂは、第１の加入者デバイス２
００ａのためにネットワーク加入プロファイル１３０の転送の確認を取得することができ
る。したがって、一実施形態によれば、第２の加入者デバイス２００ｂは（任意選択の）
ステップＳ２０８、Ｓ２１０を遂行するように設定される。
【００６６】
　Ｓ２０８：第２の加入者デバイス２００ｂは、第２の加入者デバイス２００ｂへのネッ
トワーク加入プロファイル１３０の転送のエンドユーザ確認を取得する。
【００６７】
　Ｓ２１０：第２の加入者デバイス２００ｂは、第１の加入者デバイス２００ａにエンド
ユーザ確認を提供する。
【００６８】
　たとえば、第１の加入者デバイス２００ａ上のｅＵＩＣＣ　１２０ａは、第２の加入者
デバイス２００ｂに対してＰＩＮコード（ＰＩＮは個人識別番号の短縮形）を提供するよ
うに要求することができる。したがって、エンドユーザは、ＰＭＡ　１１０ａによって、
第２の加入者デバイス２００ｂ上でｅＵＩＣＣ　１２０ａ向けにＰＩＮコードまたはネッ
トワーク加入プロファイル１３０を入力するように要求され得る。次いで、ＰＩＮコード
は、第１の加入者デバイス２００ａ上のｅＵＩＣＣ　１２０ａに提供され得る。次いで、
第１の加入者デバイス２００ａ上のｅＵＩＣＣ　１２０ａは、第２の加入者デバイス２０
０ｂに対して、「ＰＩＮコード成功」の応答で、ＰＩＮコードの成功を確認することがで
きる。
【００６９】
　上記で開示されたように、第２の加入者デバイス２００ｂがネットワーク加入プロファ
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イル１３０を受信するための（ステップＳ２１２のような）異なるやり方があり得る。
【００７０】
　いくつかの態様によれば、ネットワーク加入プロファイル１３０は第１の加入者デバイ
ス２００ａから受信される。したがって、一実施形態によれば、ネットワーク加入プロフ
ァイル１３０は第１の加入者デバイス２００ａから第２の加入者デバイス２００ｂへと転
送されることによって受信される。
【００７１】
　いくつかの態様によれば、ネットワーク加入プロファイル１３０は加入マネージャノー
ド３００から受信される。したがって、一実施形態によれば、ネットワーク加入プロファ
イル１３０は加入マネージャノード３００から第２の加入者デバイス２００ｂへとダウン
ロードされることによって受信される。
【００７２】
　第２の加入者デバイス２００ｂが、ステップＳ２１４においてネットワーク加入プロフ
ァイル１３０をインストールするための異なるやり方があり得る。一実施形態によれば、
ネットワーク加入プロファイル１３０は、第２の加入者デバイス２００ｂのｅＵＩＣＣ　
１２０ｂにインストールされる。
【００７３】
　第２の加入者デバイス２００ｂのＰＭＡ　１１０ｂは、ステップＳ２１４においてネッ
トワーク加入プロファイル１３０を一旦インストールすると、ネットワーク加入プロファ
イル１３０を再結合するための通知を加入マネージャノード３００に送ることができる。
したがって、一実施形態によれば、第２の加入者デバイス２００ｂは（任意選択の）ステ
ップＳ２１６を遂行するように設定される。
【００７４】
　Ｓ２１６：第２の加入者デバイス２００ｂは、ネットワーク加入プロファイル１３０を
第２の加入者デバイス２００ｂに再結合するための通知を、加入マネージャノード３００
に提供する。
【００７５】
　第２の加入者デバイス２００ｂは、本明細書で開示されたステップを遂行するとき完全
に電源オンになり得る。そのような場合には、各ステップは（ネットワーク加入プロファ
イル１３０を実際にインストールすることを除いて）ＰＭＡ　１１０ｂによって遂行され
得る。
【００７６】
　あるいは、第２の加入者デバイス２００ｂは、本明細書で開示されたステップを遂行す
るとき休止して待機モードになる。そのような場合にはＰＭＡ　１１０ｂは無力でよく、
そのために各ステップはｅＵＩＣＣ　１２０ｂによって遂行されてよい。
【００７７】
　次に、加入マネージャノード３００によって遂行される、ネットワーク加入プロファイ
ル１３０を転送するための、一実施形態による方法を図示する図６を参照する。
【００７８】
　Ｓ３０２：加入マネージャノード３００は、第１の加入者デバイス２００ａと第２の加
入者デバイス２００ｂの間に安全な結合を確立する。
【００７９】
　Ｓ３０４：加入マネージャノード３００は、第２の加入者デバイス２００ｂから、ネッ
トワーク加入プロファイル１３０の転送を開始するためのエンドユーザ入力を取得する。
【００８０】
　Ｓ３１０：加入マネージャノード３００は、第１の加入者デバイス（２００ａ）から第
２の加入者デバイス２００ｂへのネットワーク加入プロファイル１３０の転送のエンドユ
ーザ確認を取得する。
【００８１】
　Ｓ３１２：加入マネージャノード３００は、加入マネージャノード３００から第２の加
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入者デバイス２００ｂへのネットワーク加入プロファイル１３０のダウンロードを許可す
る。
【００８２】
　次に、加入マネージャノード３００によって遂行される、ネットワーク加入プロファイ
ル１３０を転送するための、さらなる実施形態による方法を図示する図７を参照する。ス
テップＳ３０２、Ｓ３０４、Ｓ３１０、Ｓ３１２は、図６を参照しながら上記で説明され
たように遂行されると想定されており、したがってそれらの重複する説明は省略される。
【００８３】
　上記で開示されたように、ステップＳ２０６において第２の加入者デバイス２００ｂに
よって提供される、ネットワーク加入プロファイル１３０の第２の加入者デバイス２００
ｂへの転送の要求は、加入マネージャノード３００に提供することができる。したがって
、一実施形態によれば、加入マネージャノード３００は（任意選択の）ステップＳ３０６
を遂行するように設定される。
【００８４】
　Ｓ３０６：加入マネージャノード３００は、エンドユーザ入力または第２の加入者デバ
イス２００ｂのいずれかから、第２の加入者デバイス２００ｂへのネットワーク加入プロ
ファイル１３０の転送の要求を取得する。
【００８５】
　上記で開示されたように、加入マネージャノード３００は、ステップＳ１０４で第１の
加入者デバイス２００ａが取得したネットワーク加入プロファイル１３０の転送の要求を
提供することができる。したがって、一実施形態によれば、加入マネージャノード３００
は（任意選択の）ステップＳ３０８を遂行するように設定される。
【００８６】
　Ｓ３０８：加入マネージャノード３００は、第１の加入者デバイス２００ａに対して、
ネットワーク加入プロファイル１３０の転送の要求を提供する。それに応答してエンドユ
ーザ確認が取得される。
【００８７】
　上記で開示されたように、第２の加入者デバイス２００ｂは、任意選択のステップＳ２
１６で、ネットワーク加入プロファイル１３０を第２の加入者デバイス２００ｂに再結合
するための通知を、加入マネージャノード３００に提供することができる。したがって、
一実施形態によれば、加入マネージャノード３００は（任意選択の）ステップＳ３１４、
Ｓ３１６を遂行するように設定される。
【００８８】
　Ｓ３１４：加入マネージャノード３００は、ネットワーク加入プロファイル１３０を第
２の加入者デバイス２００ｂに再結合するための通知を、第２の加入者デバイス２００ｂ
から取得する。
【００８９】
　Ｓ３１６：加入マネージャノード３００は、それに応答して（すなわちステップＳ３１
４で通知を取得したことに応答して）、ネットワーク加入プロファイル１３０を第２の加
入者デバイス２００ｂに再結合する。
【００９０】
　第１の加入者デバイス２００ａは、加入マネージャノード３００によって、第１の加入
者デバイス２００ａからネットワーク加入プロファイル１３０を削除するように要求され
得る。したがって、一実施形態によれば、加入マネージャノード３００は（任意選択の）
ステップＳ３１８を遂行するように設定される。
【００９１】
　Ｓ３１８：加入マネージャノード３００は、第１の加入者デバイス２００ａに対して、
第１の加入者デバイス２００ａからネットワーク加入プロファイル１３０を削除するよう
に要求する。
【００９２】
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　ネットワーク加入プロファイル１３０の異なる例があり得る。たとえば、ネットワーク
加入プロファイル１３０は、国際移動体加入者識別番号（ＩＭＳＩ）および信用証明書（
および標準的なＳＩＭカードの他のすべてのもの）を含むことができる。したがって、一
実施形態によれば、ネットワーク加入プロファイル１３０は、ＩＭＳＩおよびネットワー
ク加入プロファイル１３０の認証キーを含む。
【００９３】
　次に、上記で開示された実施形態のうちの少なくともいくつかに基づく、ネットワーク
加入プロファイル１３０を転送するための第１の特定の実施形態を、図８を参照しながら
詳細に開示する。
【００９４】
　この第１の特定の実施形態では、第１の加入者デバイス２００ａと第２の加入者デバイ
ス２００ｂの両方の電源がオンにされ、（２地点間接続を使用して）直接互いに動作可能
に接続される。第１の加入者デバイス２００ａは、ｅＵＩＣＣ　１２０ａを通じた初期の
ネットワーク接続性を有する。第２の加入者デバイス２００ｂは、ｅＵＩＣＣ　１２０ｂ
にプロファイルが用意されていないため、初期のネットワーク接続性を有しない。第１の
加入者デバイス２００ａの電源がオンであるので、第１の加入者デバイス２００ａの内部
でＰＭＡ　１１０ａが動作している。さらに、加入マネージャノード３００がｅＳＭとし
て具現されているので、ｅＳＭ　３００によってプロファイル管理機能が遂行される。
【００９５】
　Ｓ４０１：第１の加入者デバイス２００ａと第２の加入者デバイス２００ｂは、たとえ
ばブルートゥース通信、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）通信、Ｗｉ－Ｆｉ通信、ニ
アフィールド通信（ＮＦＣ）を用いて、またはクイックレスポンスコード（ＱＥ）の（一
方による）表示と（他方による）読取りとを用いて、安全な結合を遂行する。
【００９６】
　Ｓ４０２：ＰＭＡ　１１０ａとＰＭＡ　１１０ｂは証明書を交換する。
【００９７】
　Ｓ４０３：ＰＭＡ　１１０ａとＰＭＡ　１１０ｂは相互に認証する。
【００９８】
　Ｓ４０４：ｅＵＩＣＣ　１２０ａとｅＵＩＣＣ　１２０ｂは証明書を交換する。
【００９９】
　Ｓ４０５：ｅＵＩＣＣ１２０ａとｅＵＩＣＣ　１２０ｂは相互に認証する。
【０１００】
　すべての要求は対応する証明書によって署名され、かつ保護される。詳細なセキュリテ
ィプロシージャ（証明書発行者およびチェーン、署名、証明書の交換、認証、保護など）
は、この開示の範囲外である。使用可能なセキュリティプロシージャの例は、２０１６年
６月９日のＧＳＭＡ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉ
ｎｇ　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　１．１の３
．１．２章「Ｄｏｗｎｌｏａｄ　ａｎｄ　Ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ」、および２０１６
年８月２３日のＧＳＭＡ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏ
ｎｉｎｇ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　
２．０の５．１．２章「ＬＰＡ　Ｉｎｉｔｉａｔｅｄ　Ｄｏｗｎｌｏａｄ　Ｐｒｏｃｅｄ
ｕｒｅ」に示されている。
【０１０１】
　Ｓ４０６：第２の加入者デバイス２００ｂのＰＭＡ　１１０ｂは、第１の加入者デバイ
ス２００ａのＰＭＡ　１１０ａに対する「プロファイル転送要求」を開始するためのエン
ドユーザ入力を取得する。
【０１０２】
　Ｓ４０７：第１の加入者デバイス２００ａのＰＭＡ　１１０ａは、「プロファイル転送
要求」を確認するためのエンドユーザ入力を取得する。
【０１０３】
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　Ｓ４０８：ＰＭＡ　１１０ａは、ＰＭＡ　１１０ｂに対して「プロファイル転送受諾」
で応答する。
【０１０４】
　Ｓ４０９：ＰＭＡ　１１０ａは、ＰＭＡ　１１０ｂへのネットワーク加入プロファイル
１３０の転送を開始する。
【０１０５】
　Ｓ４１０：ＰＭＡ　１１０ａは、転送が完了した後に、ｅＵＩＣＣ　１２０ａからネッ
トワーク加入プロファイル１３０を削除する。
【０１０６】
　Ｓ４１１：ＰＭＡ　１１０ｂは、ｅＵＩＣＣ　１２０ｂ上にネットワーク加入プロファ
イル１３０をインストールする。第２の加入者デバイス２００ｂは、モバイルネットワー
クにうまく接続して、セルラーネットワーク接続性を取得することができる。次いで、Ｐ
ＭＡ　１１０ｂは、ネットワーク加入プロファイル１３０を再結合するための通知をｅＳ
Ｍ　３００へ送る。
【０１０７】
　Ｓ４１２：ｅＳＭ　３００は、ネットワーク加入プロファイル１３０に関するプロファ
イルを再結合する。図８では、これは「ｅＵＩＣＣ１」と表されたｅＵＩＣＣ　１２０ａ
ではなく「ｅＵＩＣＣ２」と表されたｅＵＩＣＣ　１２０ｂに結合されている「プロファ
イル１」と表されたネットワーク加入プロファイル１３０によって概略的に図示されてい
る。
【０１０８】
　次に、上記で開示された実施形態のうちの少なくともいくつかに基づく、ネットワーク
加入プロファイル１３０を転送するための第２の特定の実施形態を、図９を参照しながら
詳細に開示する。
【０１０９】
　この第２の特定の実施形態では、第１の加入者デバイス２００ａは、電源オンではない
がパッシブモードＮＦＣを使用して通信することができる。第２の加入者デバイス２００
ｂの電源がオンにされる。第１の加入者デバイス２００ａは、ｅＵＩＣＣ　１２０ａを通
じた初期のネットワーク接続性を有する。第２の加入者デバイス２００ｂは、ｅＵＩＣＣ
　１２０ｂの内部にプロファイルが用意されていないため、初期のネットワーク接続性を
有しない。第１の加入者デバイス２００ａの電源がオフであるため、第１の加入者デバイ
ス２００ａのＰＭＡ　１１０ａは動作することができない（よって休止モードにある）。
さらに、加入マネージャノード３００がｅＳＭとして具現されているので、ｅＳＭ　３０
０によってプロファイル管理機能が遂行される。
【０１１０】
　Ｓ５０１：ｅＵＩＣＣ　１２０ａとｅＵＩＣＣ　１２０ｂは前もって証明書を交換する
。
【０１１１】
　Ｓ５０２：第２の加入者デバイス２００ｂのＰＭＡ　１１０ｂは、第１の加入者デバイ
ス２００ａのｅＵＩＣＣ　１２０ａに対する「初期結合要求」を開始するためのエンドユ
ーザ入力を取得する。ｅＵＩＣＣ　１２０ａは、パッシブモードのＮＦＣの読取りおよび
書込みを使用して、必要な計算が最低限の、第２加入者デバイス２００ｂとの相互通信を
達成する。
【０１１２】
　Ｓ５０３：ｅＵＩＣＣ　１２０ａは、プロファイルＰＩＮコード確認を求める「ＰＩＮ
コード要求」で応答する。これについての理由の１つには、第１の加入者デバイス２００
ａの電源がオフであるため、エンドユーザは、第１の加入者デバイス２００ａのために、
第２の加入者デバイス２００ｂを介して確認しなければならないことがある。
【０１１３】
　Ｓ５０４：ＰＭＡ　１１０ｂは、エンドユーザ入力から、ネットワーク加入プロファイ
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ル１３０用のＳＩＭ　ＰＩＮコードを取得する。
【０１１４】
　Ｓ５０５：ＰＭＡ　１１０ｂは、ｅＵＩＣＣ　１２０ａに対してネットワーク加入プロ
ファイル１３０に関するＳＩＭ　ＰＩＮコードを提供する。
【０１１５】
　Ｓ５０６：ｅＵＩＣＣ　１２０ａは、ネットワーク加入プロファイル１３０に関するＳ
ＩＭ　ＰＩＮコードを検査して、ネットワーク加入プロファイル１３０に関する正確なＰ
ＩＮコードであることを確認する。正確なＳＩＭ　ＰＩＮコードを提供するのが（試行が
３回連続して失敗するなど）繰り返し失敗したとき、ＳＩＭ　ＰＩＮおよびネットワーク
加入プロファイル１３０がロックされ得る。次いで、すべてのプロセスが失敗と見なされ
て終結され得る。
【０１１６】
　Ｓ５０７：ｅＵＩＣＣ１２０ａとｅＵＩＣＣ　１２０ｂは相互に認証する。続くすべて
の要求は対応するｅＵＩＣＣ証明書によって署名され、かつ保護される。
【０１１７】
　Ｓ５０８：第２の加入者デバイス２００ｂのＰＭＡ　１１０ｂは、第１の加入者デバイ
ス２００ａのｅＵＩＣＣ　１２０ａに対する「プロファイル転送要求」を開始するための
エンドユーザ入力を取得する。
【０１１８】
　Ｓ５０９：ｅＵＩＣＣ　１２０ａは、ＰＭＡ　１１０ｂへのネットワーク加入プロファ
イル１３０の転送を開始する。
【０１１９】
　Ｓ５１０：ｅＵＩＣＣ　１２０ａは、転送が完了した後に、ｅＵＩＣＣ　１２０ａから
ネットワーク加入プロファイル１３０を削除する。
【０１２０】
　Ｓ５１１：ＰＭＡ　１１０ｂは、ｅＵＩＣＣ　１２０ｂ上にネットワーク加入プロファ
イル１３０をインストールする。第２の加入者デバイス２００ｂは、モバイルネットワー
クにうまく接続して、セルラーネットワーク接続性を取得することができる。次いで、Ｐ
ＭＡ　１１０ｂは、ネットワーク加入プロファイル１３０を再結合するための通知をｅＳ
Ｍ　３００へ送る。
【０１２１】
　Ｓ５１２：ｅＳＭ　３００は、ネットワーク加入プロファイル１３０に関するプロファ
イルを再結合する。図９では、これは「ｅＵＩＣＣ１」と表されたｅＵＩＣＣ　１２０ａ
ではなく「ｅＵＩＣＣ２」と表されたｅＵＩＣＣ　１２０ｂに結合されている「プロファ
イル１」と表されたネットワーク加入プロファイル１３０によって概略的に図示されてい
る。
【０１２２】
　次に、上記で開示された実施形態のうちの少なくともいくつかに基づく、ネットワーク
加入プロファイル１３０を転送するための第３の特定の実施形態を、図１０を参照しなが
ら詳細に開示する。
【０１２３】
　この第３の特定の実施形態では、加入マネージャノード３００がｅＳＭとして具現され
ているので、ｅＳＭ　３００によってプロファイル管理機能が遂行される。さらに、この
第３の特定の実施形態では、第１の加入者デバイス２００ａと第２の加入者デバイス２０
０ｂの両方が、ｅＳＭ　３００に対して動作可能に接続されている。第１の加入者デバイ
ス２００ａは、ｅＵＩＣＣ　１２０ａを通じた初期のネットワーク接続性を有する。ｅＵ
ＩＣＣ　１２０ｂの内部にはプロファイルが用意されていないため、第２の加入者デバイ
ス２００ｂは、初期のセルラーネットワーク接続性を有しないが、第２の加入者デバイス
２００ｂをｅＳＭ　３００に対して動作可能に接続する他のいくつかのタイプのネットワ
ーク接続性を有する。
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【０１２４】
　Ｓ６０１：ＰＭＡ　１１０ａとｅＳＭ　３００は証明書を交換する。
【０１２５】
　Ｓ６０２：ＰＭＡ　１１０ａとｅＳＭ　３００は相互に認証する。
【０１２６】
　Ｓ６０３：ｅＵＩＣＣ　１２０ａとｅＳＭ　３００は証明書を交換する。
【０１２７】
　Ｓ６０４：ｅＵＩＣＣ　１２０ａとｅＳＭ　３００は相互に認証する。
【０１２８】
　Ｓ６０５：ＰＭＡ　１１０ｂとｅＳＭ　３００は証明書を交換する。
【０１２９】
　Ｓ６０６：ＰＭＡ　１１０ｂとｅＳＭ　３００は相互に認証する。
【０１３０】
　Ｓ６０７：ｅＵＩＣＣ　１２０ｂとｅＳＭ　３００は証明書を交換する。
【０１３１】
　Ｓ６０８：ｅＵＩＣＣ　１２０ｂとｅＳＭ　３００は相互に認証する。
【０１３２】
　すべての要求は対応する証明書によって署名され、かつ保護される。詳細なセキュリテ
ィプロシージャ（証明書発行者およびチェーン、署名、証明書の交換、認証、保護など）
は、この開示の範囲外である。使用可能なセキュリティプロシージャの例は、２０１６年
６月９日のＧＳＭＡ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉ
ｎｇ　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　１．１の３
．１．２章「Ｄｏｗｎｌｏａｄ　ａｎｄ　Ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ」、および２０１６
年８月２３日のＧＳＭＡ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｖｉｓｉｏ
ｎｉｎｇ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　
２．０の５．１．２章「ＬＰＡ　Ｉｎｉｔｉａｔｅｄ　Ｄｏｗｎｌｏａｄ　Ｐｒｏｃｅｄ
ｕｒｅ」に示されている。
【０１３３】
　Ｓ６０９：第１の加入者デバイス２００ａまたはｅＵＩＣＣ　１２０ａと、第２の加入
者デバイス２００ｂまたはｅＵＩＣＣ　１２０ｂとは、ｅＳＭ　３００上で安全な結合を
遂行する。
【０１３４】
　Ｓ６１０：第２の加入者デバイス２００ｂのＰＭＡ　１１０ｂは、ｅＳＭ３００を介し
て、第１の加入者デバイス２００ａのＰＭＡ　１１０ａに対する「プロファイル転送要求
」を開始するためのエンドユーザ入力を取得する。
【０１３５】
　Ｓ６１１：ｅＳＭ　３００は、第１の加入者デバイス２００ａのＰＭＡ　１１０ａに「
プロファイル転送要求」を送る。
【０１３６】
　Ｓ６１２：第１の加入者デバイス２００ａのＰＭＡ　１１０ａは、「プロファイル転送
要求」を確認するためのエンドユーザ入力を取得する。
【０１３７】
　Ｓ６１３：ＰＭＡ　１１０ａは、ｅＳＭ　３００に対して、「ｅＵＩＣＣ　１２０ｂへ
のプロファイル転送受諾」で応答する。
【０１３８】
　Ｓ６１４：ｅＳＭ　３００は、ＰＭＡ　１１０ｂに、ｅＳＭ　３００からネットワーク
加入プロファイル１３０をダウンロードするように要求する。ＰＭＡ　１１０ｂは、ネッ
トワーク加入プロファイル１３０をダウンロードしてｅＵＩＣＣ　１２０ｂ上にインスト
ールする。
【０１３９】
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　Ｓ６１５：ｅＳＭ　３００は、ネットワーク加入プロファイル１３０に関するプロファ
イルを再結合する。図１０では、これは「ｅＵＩＣＣ１」と表されたｅＵＩＣＣ　１２０
ａではなく「ｅＵＩＣＣ２」と表されたｅＵＩＣＣ　１２０ｂに結合されている「プロフ
ァイル１」と表されたネットワーク加入プロファイル１３０によって概略的に図示されて
いる。
【０１４０】
　Ｓ６１６：ｅＳＭ　３００は、ＰＭＡ　１１０ａに、ｅＵＩＣＣ　１２０ａからネット
ワーク加入プロファイル１３０を削除するように要求する。
【０１４１】
　Ｓ６１７：ＰＭＡ　１１０ａは、ｅＵＩＣＣ　１２０ａからネットワーク加入プロファ
イル１３０を削除する。
【０１４２】
　図１１は、複数の機能ユニットに関して、一実施形態による加入者デバイス２００ａ、
２００ｂの構成要素を概略的に図示するものである。処理回路２１０は、たとえば記憶媒
体２３０の形態の（図１５のような）コンピュータプログラム製品１５１０ａに記憶され
たソフトウェア命令を実行することができる適切な中央処理装置（ＣＰＵ）、マルチプロ
セッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）などのうちの１つま
たは複数の任意の組合せを使用してもたらされる。処理回路２１０は、少なくとも１つの
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはフィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）としてさらにもたらされ得る。
【０１４３】
　詳細には、上記で開示されたように、処理回路２１０は、加入者デバイス２００ａ、２
００ｂに、動作のセット（ステップ）Ｓ１０２～Ｓ１１２、Ｓ２０２～Ｓ２１６を遂行さ
せるように設定される。たとえば、記憶媒体２３０は動作のセットを記憶してよく、処理
回路２１０は、記憶媒体２３０から動作のセットを取り出して加入者デバイス２００ａ、
２００ｂに動作のセットを遂行させるように設定されてよい。動作のセットは実行可能命
令のセットとして提供されてよい。それによって、処理回路２１０は、本明細書で開示さ
れた方法を実行するように構成される。
【０１４４】
　記憶媒体２３０は、たとえば磁気メモリ、光学メモリ、固体メモリもしくは遠隔のメモ
リなどのいずれか１つまたは組合せであり得る持続性のメモリも備え得る。
【０１４５】
　加入者デバイス２００ａ、２００ｂは、別の加入者デバイス２００ａ、２００ｂおよび
／または加入マネージャノード３００と通信するための通信インターフェース２２０をさ
らに備え得る。そのため、通信インターフェース２２０は、アナログ素子およびデジタル
素子を備える１つまたは複数の送信器および受信器を備え得る。
【０１４６】
　処理回路２１０は、たとえば、通信インターフェース２２０および記憶媒体２３０にデ
ータおよび制御信号を送り、通信インターフェース２２０からデータおよびレポートを受
信し、記憶媒体２３０からデータおよび命令を取り出すことによって、加入者デバイス２
００ａ、２００ｂの全般的な動作を制御する。加入者デバイス２００ａ、２００ｂの他の
構成要素ならびに関係のある機能は、本明細書で与えられた概念を不明瞭にしないように
省略されている。
【０１４７】
　図１２は、複数の機能モジュールに関して、一実施形態による加入者デバイス２００ａ
、２００ｂの構成要素を概略的に図示するものである。
【０１４８】
　加入者デバイスは、第１の加入者デバイス２００ａとして働くとき、ステップＳ１０２
を遂行するように設定された確立モジュール２１０ａ、ステップＳ１０４を遂行するよう
に設定された取得モジュール２１０ｂ、ステップＳ１０６を遂行するように設定された取
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得モジュール２１０ｃ、およびステップＳ１１２を遂行するように設定された削除モジュ
ール２１０ｆといった複数の機能モジュールを備える。加入者デバイスは、第１の加入者
デバイス２００ａとして働くとき、ステップＳ１０８を遂行するように設定された提供モ
ジュール２１０ｄ、およびステップＳ１１０を遂行するように設定された転送モジュール
２１０ｅのうちの任意のものなど、複数の任意選択の機能モジュールをさらに備え得る。
【０１４９】
　加入者デバイスは、第２の加入者デバイス２００ｂとして働くとき、ステップＳ２０２
を遂行するように設定された確立モジュール２１０ｇ、ステップＳ２０４を遂行するよう
に設定された取得モジュール２１０ｈ、ステップＳ２０６を遂行するように設定された提
供モジュール２１０ｉ、ステップＳ２１２を遂行するように設定された受信モジュール２
１０ｌ、およびステップＳ２１４を遂行するように設定されたインストールモジュール２
１０ｍといった複数の機能モジュールを備える。加入者デバイスは、第２の加入者デバイ
ス２００ｂとして働くとき、ステップＳ２０８を遂行するように設定された取得モジュー
ル２１０ｊ、ステップＳ２１０を遂行するように設定された提供モジュール２１０ｋ、お
よびステップＳ２１６を遂行するように設定された提供モジュール２１０ｎのうちの任意
のものなど、複数の任意選択の機能モジュールをさらに備え得る。
【０１５０】
　一般論として、それぞれの機能モジュール２１０ａ～２１０ｎはハードウェアまたはソ
フトウェアで実施され得る。好ましくは、機能モジュール２１０ａ～２１０ｎのうちの１
つまたは複数あるいはすべてが、処理回路２１０によって、場合により機能ユニット２２
０および／または２３０と協働して実施されてよい。したがって、処理回路２１０は、機
能モジュール２１０ａ～２１０ｎによって提供されるような命令を記憶媒体２３０から取
り出して実行することにより、本明細書で開示されたように加入者デバイス２００ａ、２
００ｂの任意のステップを遂行するように構成されてよい。
【０１５１】
　図１３は、複数の機能ユニットに関して、一実施形態による加入マネージャノード３０
０の構成要素を概略的に図示するものである。処理回路４１０は、たとえば記憶媒体４３
０の形態の（図１５のような）コンピュータプログラム製品１５１０ｃに記憶されたソフ
トウェア命令を実行することができる適切な中央処理装置（ＣＰＵ）、マルチプロセッサ
、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）などのうちの１つまたは複
数の任意の組合せを使用してもたらされる。処理回路４１０は、少なくとも１つの特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ
）としてさらにもたらされ得る。
【０１５２】
　詳細には、上記で開示されたように、処理回路４１０は、加入マネージャノード３００
に、動作のセット（ステップ）Ｓ３０２～Ｓ３１８を遂行させるように設定される。たと
えば、記憶媒体４３０は動作のセットを記憶してよく、処理回路４１０は、記憶媒体４３
０から動作のセットを取り出して加入マネージャノード３００に動作のセットを遂行させ
るように設定されてよい。動作のセットは実行可能命令として提供されてよい。それによ
って、処理回路４１０は、本明細書で開示された方法を実行するように構成される。
【０１５３】
　記憶媒体３３０は、たとえば磁気メモリ、光学メモリ、固体メモリもしくは遠隔のメモ
リなどのいずれか１つまたは組合せであり得る持続性のメモリも備え得る。
【０１５４】
　加入マネージャノード３００は、少なくとも１つの加入者デバイス２００ａ、２００ｂ
と通信するための通信インターフェース４２０をさらに備え得る。そのため、通信インタ
ーフェース４２０は、アナログ素子およびデジタル素子を備える１つまたは複数の送信器
および受信器を備え得る。
【０１５５】
　処理回路４１０は、たとえば、通信インターフェース４２０および記憶媒体４３０にデ
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ータおよび制御信号を送り、通信インターフェース４２０からデータおよびレポートを受
信し、記憶媒体４３０からデータおよび命令を取り出すことによって、加入マネージャノ
ード３００の全般的な動作を制御する。加入マネージャノード３００の他の構成要素なら
びに関係のある機能は、本明細書で与えられた概念を不明瞭にしないように省略されてい
る。
【０１５６】
　図１４は、複数の機能モジュールに関して、一実施形態による加入マネージャノード３
００の構成要素を概略的に図示するものである。図１４の加入マネージャノード３００は
、ステップＳ３０２を遂行するように設定された確立モジュール３１０ａ、ステップＳ３
０４を遂行するように設定された取得モジュール３１０ｂ、ステップＳ３１０を遂行する
ように設定された取得モジュール３１０ｅ、およびステップＳ３１２を遂行するように設
定された許可モジュール３１０ｆといった複数の機能モジュールを備える。図１４の加入
マネージャノード３００は、ステップＳ３０６を遂行するように設定された取得モジュー
ル３１０ｃ、ステップＳ３０８を遂行するように設定された提供モジュール３１０ｄ、ス
テップＳ３１４を遂行するように設定された取得モジュール３１０ｇ、ステップＳ３１６
を遂行するように設定された再結合モジュール３１０ｈ、およびステップＳ３１８を遂行
するように設定された要求モジュール３１０ｉのうちの任意ものなど、複数の任意選択の
機能モジュールをさらに備え得る。一般論として、それぞれの機能モジュール３１０ａ～
３１０ｉはハードウェアまたはソフトウェアで実施され得る。好ましくは、機能モジュー
ル３１０ａ～３１０ｉのうちの１つまたは複数あるいはすべてが、処理回路４１０によっ
て、場合により機能ユニット４２０および／または４３０と協働して実施されてよい。し
たがって、処理回路４１０は、機能モジュール３１０ａ～３１０ｉによって提供されるよ
うな命令を記憶媒体４３０から取り出して実行することにより、本明細書で開示されたよ
うに加入マネージャノード３００の任意のステップを遂行するように構成されてよい。
【０１５７】
　加入マネージャノード３００は、スタンドアロンのデバイスまたは少なくとも１つのさ
らなるデバイスの一部分としてもたらされ得る。たとえば、加入マネージャノード３００
によって遂行される命令の第１の部分は第１のデバイスにおいて実行されてよく、加入マ
ネージャノード３００によって遂行される命令の第２の部分は第２のデバイスにおいて実
行されてよく、本明細書で開示された実施形態は、加入マネージャノード３００が遂行す
る命令を実行し得るデバイスのいかなる特定の数にも限定されることはない。したがって
、本明細書で開示された実施形態による方法は、クラウドコンピュータ環境に存在する加
入マネージャノード３００による遂行に適するものである。したがって、図１４には単一
の処理回路３１０が図示されているが、処理回路３１０は複数のデバイスまたはノードの
間に分散し得る。図１４の機能モジュール３１０ａ～３１０ｉおよび図１５のコンピュー
タプログラム１５２０ｃにも同じことが当てはまる（下記を参照されたい）。
【０１５８】
　図１５は、コンピュータ可読手段１５３０を備えるコンピュータプログラム製品１５１
０ａ、１５１０ｂ、１５１０ｃの一例を示す。このコンピュータ可読手段１５３０に記憶
され得るコンピュータプログラム１５２０ａにより、処理回路２１０と、これに対して動
作可能に結合された通信インターフェース２２０および記憶媒体２３０などのエンティテ
ィおよびデバイスとが、本明細書で説明された実施形態による方法を実行することができ
る。したがって、コンピュータプログラム１５２０ａおよび／またはコンピュータプログ
ラム製品１５１０ａは、本明細書で開示されたような第１の加入者デバイス２００ａとし
て働く加入者デバイスの任意のステップを遂行するための手段をもたらし得るものである
。このコンピュータ可読手段１５３０に記憶され得るコンピュータプログラム１５２０ｂ
により、処理回路３１０と、これに対して動作可能に結合された通信インターフェース３
２０および記憶媒体３３０などのエンティティおよびデバイスとが、本明細書で説明され
た実施形態による方法を実行することができる。したがって、コンピュータプログラム１
５２０ｂおよび／またはコンピュータプログラム製品１５１０ｂは、本明細書で開示され
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たような第２の加入者デバイス２００ｂとして働く加入者デバイスの任意のステップを遂
行するための手段をもたらし得るものである。このコンピュータ可読手段１５３０に記憶
され得るコンピュータプログラム１５２０ｃにより、処理回路４１０と、これに対して動
作可能に結合された通信インターフェース４２０および記憶媒体４３０などのエンティテ
ィおよびデバイスとが、本明細書で説明された実施形態による方法を実行することができ
る。したがって、コンピュータプログラム１５２０ｃおよび／またはコンピュータプログ
ラム製品１５１０ｃは、本明細書で開示されたような加入マネージャノード３００の任意
のステップを遂行するための手段をもたらし得るものである。
【０１５９】
　図１５の例では、コンピュータプログラム製品１５１０ａ、１５１０ｂ、１５１０ｃは
、ＣＤ（コンパクトディスク）、ＤＶＤ（デジタル多用途ディスク）またはブルーレイデ
ィスクなどの光ディスクとして図示されている。コンピュータプログラム製品１５１０ａ
、１５１０ｂ、１５１０ｃはまた、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）、消去可能プログラム可能読取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、または電気的
消去書込み可能読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）などのメモリとして、より詳細には、
ＵＳＢ（ユニバーサルシリアルバス）メモリまたはコンパクトフラッシュメモリなどのフ
ラッシュメモリなど、外部メモリにおけるデバイスの不揮発性記憶媒体として具現され得
る。したがって、コンピュータプログラム１５２０ａ、１５２０ｂ、１５２０ｃは、ここ
では、表された光ディスク上のトラックとして概略的に示されているが、コンピュータプ
ログラム製品１５１０ａ、１５１０ｂ、１５１０ｃに適切な任意のやり方で記憶され得る
ものである。
【０１６０】
　本発明概念は、いくつか実施形態を参照しながら主として上記で説明されてきた。しか
しながら、当業者によって容易に理解されるように、上記で開示されたもの以外の実施形
態は、添付の特許請求の範囲によって規定されるように本発明概念の範囲内で同様に可能
である。
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